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後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

窓
口
負
担
割
合
を
一
部
変
更

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
人
で
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
）

　
な
お
、
変
更
の
対
象
と
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
体
の
う
ち
約
20
％
の
人
で
す
。

現役並み所得者（※１）に該当するか

世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者のうち、
課税所得（※２）が 28 万円以上の人がいるか

世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が
２人以上いるか

「年金収入（※３）＋その他
の合計所得金額（※４）」が

200 万円以上か

「年金収入（※３）＋その他
の合計所得金額（※４）」の
合計が 320 万円以上か

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
る
人
へ

負
担
を
抑
え
る
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
窓
口
負
担
割
合
が
２

割
に
な
る
人
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
10

月
１
日
～
令
和
7
年
９
月
30
日
は
、
１

カ
月
の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
増
加
額
を

３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え
ま
す
。（
入

院
の
医
療
費
は
対
象
外
）

　
同
一
の
医
療
機
関
で
の
受
診
に
つ
い

て
は
、
上
限
額
以
上
を
窓
口
で
支
払
わ

な
く
て
も
よ
い
取
り
扱
い
と
な
り
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
、
１
カ
月
の
負
担
増

を
３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え
る
た
め
の

差
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。
配
慮
措
置
の

適
用
で
払
い
戻
し
と
な
る
人
は
、
高
額

療
養
費
と
し
て
登
録
さ
れ
た
口
座
へ
後

日
払
い
戻
し
ま
す
。
な
お
、
２
割
負
担

と
な
る
人
で
高
額
療
養
費
の
口
座
を
登

録
し
て
い
な
い
人
に
は
、
令
和
４
年
９

月
頃
に
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
今
回
の
制
度
改
正
の
背
景
な
ど
に
関

す
る
質
問
は
、
厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
０
０
２
‐
７
１
９

介
護
医
療
連
携
課
☎
21
‐
０
２
５
８

( ※１)「現役並み所得者」は、課税所得 145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の人です。
(※２)�「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額です。（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、

所得控除（基礎控除や社会保険料控除など）を差し引いた後の金額）
(※３)「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
(※４)�「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入などから、必要経費や給与所得控除などを差し引いた後の

金額のことです。

世帯全員が
１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

窓口負担割合２割の対象となるかは、主に以下の流れで判定します

世帯全員が
３割

該当する該当しない

いない いる

320 万円
未満

320 万円
以上

200 万円
未満

200 万円
以上

いない いる

高梁市の市外局番は「0866」です15 Ｒ4 (2022) ３月
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ほ
ら
こ
こ
に

　
　

ほ
ら
こ
こ
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梅梅う
め
う
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一一い
ち
い
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輪輪り
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あ
た
た
か
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た
た
か
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お
お
お

久久くく
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